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高井八寺神社太神楽の覚え奮
高井八守神社は須坂市字下八町に鎮座する。この神社
の太神楽は約150年前のころ，長野市弥勒寺の僧侶に
よって伝えられたものという，宗教芸能に明るい僧侶が
地方にあって指導的な立場にいたことを思わせ，太神楽
のような芸能は，む二戸期，神仏の関係がいまのように判
然としなかった時代の所産であることもうかがわせる。
この太神楽には”悪魔はらい”と’’道中はやし”の二
種がある，悪魔はらいは所によって獅子舞と呼ばれるも
ので，このほかに”剣ノ舞’’がある。楽器は神楽笛1本と
大小2つの大紋である。下八町では10月19日を秋祭の前
夜祭とするが，近時，必ずしもこの日を守られているわ
けではない。もとほ神輿をかついで神楽がそれに従う
のが，渡御の正式の姿であったろうが，最近はリヤカー
に神輿と太鼓をのせる。
下八町でほっぎの順序にしたがって神輿の渡御がおこ
なわれる。
公会堂→氏子総代（区長）宅→門燈徳一鳥居前ヰ神社
→公会堂。
道中はやしは上記の各場所にいたる途上で奏され｝　悪
魔はらい，ほその各場所にとどまり，舞い奏する。
まず公会堂で’’舞い出し”をする。つぎに太神楽の率
約着である氏子総代（区長）の宅に向かう，ここでは剣ノ
舞を一回おこない，門燈寵でも舞って鳥居前にいたる，
ここでも剣ノ舞を一回舞うが，そこに張ってある注連縄
を”江連切り’’して神社に参入し，拝殿において悪魔は
らいを奉納する。もとは五十分を襲する長大な神楽舞で
あったという，奉納が終わると再び公会進に帰り，”舞
い込み’’をして神事は終了する。
当社の剣ノ舞は「諏訪・戸隠」の言葉の入った鳩があ
ったということから，諏訪大社系のものと考えられてい
る。採物（とりもの）として悪魔はらいでは右手に鈴を
もち，左手に御幣（オンべ）を持つことなっている。剣
ノ舞では獅子頭のまま，舞人は古手に剣を，左手にサヤ
を持つ，獅子頭の面のなかには木があって，それを歯で
かんで安定させて舞う，うしろに素面のホロ持ちがつい
て，獅子が舞い易いようにホロを操作し，時には獅子の
後半身となって，獅子のような動きをする。
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獅子舞の芸能は神事と深く結びついているが，その宗
教的意味には変移がある。和歌森太郎氏はつぎのように
説かれる。
獅子舞のシシは本来ライオソでもなく，猪のシシでも
ない，各地の獅子頭を見くらべると，角のあるものとな
いものとがあり，素朴な生活様態をとどめるところの獅
子頭には，角のあるものが認められるが，中国に著しい
龍の角でもない，もっと突き出た鹿の角である，東北で
は獅子舞のような芸能をシシマイといわずシカオドリと
いっているが，青く鹿を祭のrケニエとする習いが年々
あったからである。イケニエとは生きたままのニエであ
り，仏徒はこれを放生思想をもってとりこんだが，古来
春日神社の神鹿のように，断、動物，晶のある動物とし
て，神の乗りもの，あるいは神の化現のように鹿は見う
けられた。特に行列行進の形をとったわけは，イケニエ
の鹿が神鹿として，条において神の降臨の象徴として歩
かせられたのである。
獅子舞は庶民にとって福を招き，災いをはらうものと
して，豊作・疾病神送りの約束をしたが，神社の祭にと
もなって，見せるものと見るものの関係に変り，この舞
は演技として発展し，氏子たちの感興をひきつけ高める
ものとなった。
下八町でも招福除児の意から，いまでも新築の家で舞
われるが，以前は獅子頭を奉じて，家毎に訪れ，祈祷を
して一種の能を演ずるのを職業とする人々があった。私
などにも，毎年きまった季節に獅子舞が家に来た記憶が
ある，紺の股引，白足袋と草履といったイナセな職人姿
で，お家の繁昌を唱え，獅子頭の口をバクバクとさせた
術単な舞いは，子とも心に恐ろしく，また心の悲かれる
見せむのでもあった。
”はらい”は呪法の一つで，”悪魔よけ”または”魔除
け”が受け身の呪法であるならは，’’悪魔はらい”はこ
れよりもっと積極的な性質をもっている。兇々しいもの，
邪悪なものを自分から出かけてはらうのである。外部か
ら襲ってくる災害や悪魔に対して，これからさきは犯さ
れないように，また村のなかへ入ってこないようにする
ため，具体的に匁物を持って悪者に立ち向かい，これを
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打ちはらうのである。八寺神社太神楽の悪魔はらい終曲
の部分で，初めてでてくる唄にこのことが歌われる。
身三尺の斧サをもって
悪魔をはらってめでたいナアー
大平果よう土あらたまる七一
なお，この唄は，謡曲を思わせるような歌い出しか
ら，全体にいく分おとそかな表情に満ちて歌われる，こ
の部分だけ笛も太鼓も，唄が終るまで鳴りを静めるのを
みても，この唄をきわだたせ重視したかを想うのであ
る。オラトリオにまけるレチタティーヴオのようなもの
であろうか，これと同じ発想の唄が駒ヶ根市赤穂美女ケ
森の大衡食神社の太神楽にも見える。
三尺の剣を抜いて
悪魔をはらうとよ
ことしゃ豊年穂に穂が咲いたとよ
棚のばたもちをネズミがかじるとよ　．
歌詞に見えるように悪魔はらいの唄は，同時に豊作祈
険をこめる唄ともなっているが，このようなはらいの形
式が神社に入ると，”被えの信仰’’となり，もともと太
神楽は，伊勢の神官の代参の形をとっておこなわれた被
えの信仰が芸能的な発達をとげたものといわれる。それ
に独創や狂言風なものが加わり，獅子舞とも関連して発
展したものという。
悪魔はらいは以上のような成り立ちからして，楽舞全
体に荒々しい気分がある。あたかも土からほとばしる土
俗のエネルギーのように，全曲を通して間断ない，多彩
なかけごえで色どられる。それが激しいリズム表現とな
って，見るものをしてある種の興蘭の状態にひきいれる
のである，このかけこえは多分に即興性をもって，とき
には鋭く短かい叫び声で，またゆるく柔らかなかけごえ
もあって，曲と曲の間に”間合い’’をとって音の流れを
つないでいく，このかけとえを入れる間合いの呼吸がむ
ずかしいと奏者はいう。かけとえは太鼓奏者の役割であ
る。かけこえの間合いばかりでなく，神楽音楽の全体の
流れのなかに感ずる間合いの取り方に，実は神楽の面白
さ，興趣の深さが秘められている。神楽のリズムは機械
的に進行するリズムではなくて，切迫したり，ためらっ
たりする斉一でないリズム運動である。間合いをとって
巧みに太鼓が打たれ，筋が鳴ったとき，はじめて神楽と
して独特な美しきが醸し出される。「間」は日本音楽に
ある伝統的なリズム感覚であって，このリズムから生活
に密着した土俗の親近感を呼びおこされ，聴くものに笛
や太鼓の音に懐しさ，親しさが湧いてくるのである。太鼓
は締太鼓（しめだいこ）と大太鼓を一人で打つ，下八町で
は締太鼓を大太鼓といい，横に長い大大紋を小太鼓とよ
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んでいる。
神楽笛は6個の指fLを持って．篠竹で作られる，和笛
（やまとぷえ）ともいい，わが国の古来のものと称され
てる。
採譜楽曲は玉音組織の音構成をもつ俗楽調であるが，
J；調のメロデーも混入している，曲の中頃から半音高い
調に転調する，この転調は意識してなされたかは不明で
あるが，篠筒の性質からして半ナ】の上昇は容易であるか
ら，むしろ奏者の気分が高揚していく過程で変化してい
った？ではあるまいか。この転筋は前の調から自然に導
入された側面もあって，終曲に向かって快よい緊張感を
与える。また，この曲には変拍子の部分が多いのは，獅
子舞の動きに応じたものである。この舞いのなかに”狂
い’’と”かまくら”といわれる部分がある。狂いは獅子
の狂い舞であろう，特に注目されるのは”かまくら”で
ある。これは最高の舞と現地の人々はいっている。かま
くらの語義はつまびらかでないが，神田嚇子（はやし）
はつぎの名称のついた一連の組瓜で構成されている。
1，屋台　2，昇殿　3，鎌倉　4，四丁目　5，上
り屋台
かまくらは神田はやしの3菜革に当る”鎌倉”であろ
うか，しかしつぎの説もある，神楽の語義はカマクラ
（神座）であって，神体を入れてもち歩く移動式の神盤
をさすという説と，舞人の手にもつ採物を神の降臨する
神座として，その名称が楽舞全体に及んだとする説があ
って，むしろこれらの考察に魅力を感ずる。悪魔はらい
の舞いはtt狂い”をへて舞い進み，いよいよttかまくら”
にいたり，演技として最高頂に達する。それだけにこ
の舞いは，楽舞のなかで，神に奉献する最も聖なる舞い
として扱われてきたのではなかろうか。
楽譜忙見られるように，悪魔はらいの楽曲構成は複雑
であるが，舞いとの関連において舞曲として見ると，全
体が理解されてくるが，技術的に田や太掛は修練を重ね
なくては容易に習得できない。また唄においても同様
で，「悪魔をはらって…・・・」の旋律がなかなか覚えられ
なかったとは，歌い手（大数奏完）の述懐である。この
部分は突然に調子がちがうので，若いころ身につけた絶
体音感で歌っているよっに思われる。また仮に名づけた
ttはやしことは”は，言葉の本来の意味はさして重要で
なくて，舞いやすくするために言葉をつかったのであ
る。したがって奏者がその場で思い浮んだ民謡的な歌封
の断片をきし入れたのがもととなっている。このほかに
も椰々の歌詞の断片が用意されている。
最後にこの悪魔はらいと道中はやしは150年の年月
をへて，いまに伝承されたものであるが，その最初の姿
33
をそのまま保ってきたとは思えない。奏者や舞人の考え
がその折々に入り，技佃の程度も膨響したものと患う。し
かし変化しながらもより高度の芸能として，全体が高め
られ，洗練されてきた流れは認められる。録音テープに
よる採譜なので，細かな装飾的な音型や醗音に不鮮胡な
音があり，聴きとれなかった，太鼓のリズム打ちにも同様
な個所があった。不明なところは音の必然の動きにした
がって記譜した。原型のままを心がけてきたのだが……。
高井八守神社の太神楽は民間に行なわれる里神楽また太
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々神楽といわれる掛こ入る。これに対して宮中で行なわ
れるのをtt御神楽”（みかぐら）という。
当社の太神楽は「下八町大神兼保存会」によって熱心
に維持され，楽舞ともに優れたものとして，近郷に定評
がある。
参考文献
日本民俗学　　　　　　　和歌森太郎
日本民族学大系6・7　　平凡社
日本民族資料事典　　　　文化り文化財保護部
長野県短期大学紀要
第31号1976 35
36
長野県短期大学紀要
第31号1976 37
・／‘■
38 野野界短期大学紀雫
ノ＝ル砂
節31号1976 39
40 長野県短期大学紀零
欝31号　ユ976
′　‾l
l　■
ガ′丁年h中　　　二¶　血へ　m・　　了手「■ 
・〃l　． ?S?′ ??險Y5ﾘ謦?????｢??ﾂ?
＿叫一一月ト一一一一一 ?ｨ耳耳耳耳耳自?52??
YF＝＝＝＝蒜＝　サーゼ ?二二二二‾‾‾－　‾■こ二二二二二一二一二＝＝＝竺‾】 剪?
㌢　■ 
旺嵐了71F＼　　　　－　　　　　　．　　′m　　十‾h 
■　　　■■■■■■■－ ?　■U ・－－1－巴 ?x耳耳耳耳爾??
J■　tl 派ｹﾈ?而&ﾂ?＝u－ ．呂＝〝．プ ??ﾈ??vH???ﾈ???耳??ｨ6x????~上l 版(??x???
一一一一　　J　　一一一一一一一一一一一一一r－ ?
42 艮野県短期大学紀要
－▼一一一一－－一・・▼　一一－－－－－．‾‾‾
三二二二三で『ヽ 　　　ニー；⊂二言＝＝二言＝＝ 
－ 剪??ﾂ?
レナ　かた〔や 刳?於Y困彗 ?劔?? 
シ 劔劔劔剿ﾂ?
．■・　　　　　　　　■　． 
レ丁子三　しけ 劔おとうふこけヤレ† 剪?? ?
＿■一一 
旬ト 
† 
gyも 
「　‾　　一　r　I　　　　　　　　　－‾　　　一・′　で．　　　目撃－t 
i軋）yけ紗柏 亂??(*??ﾇ"?ｩlアご阜 綿????? 
‾‾‾■一撃r‾‾r‾‾‾　　　　‾‾1－ 
節31号1§76
・う3
11
長野県短期大学紀要
第31号1976
45
